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公的研究費の管理・監査のガイドライン及びコンプライアンス教育

本コンテンツの内容及び本学のルールを正しく理解いただき適正な公的研究費の運営管理に努めてください。

後述する本学の取組については、下記U R L を参照ください。

「公的研究費の不正使用防止に関する取組み」
https://www.miyazaki-u.ac.jp/research/unfair-check/rule.html 3



責任体制の明確化
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※参考 本学の管理・監査体制

本学の体制については、下記U R L を参照ください。
「宮崎大学における公的研究費の管理・監査体制」

https://www.miyazaki-u.ac.jp/research/kanritaisei.pdf
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関係者の意識向上及び研究者の意図しない不正使用の防止

宮崎大学におけるルール

〇公的研究費の使用手引 https://www.miyazaki-u.ac.jp/research/tebiki.pdf

〇発注マニュアル https://www.miyazaki-u.ac.jp/gakunai/kenkyu/hachu-manual.pdf

〇出張・旅費マニュアル http://bunsho-db.of.miyazaki-u.ac.jp/ds/dsweb/Get/Document-146489

〇検収マニュアル
木花キャンパス https://www.miyazaki-u.ac.jp/gakunai/kenkyu/gaku3-4.pdf
花殿地区 https://www.miyazaki-u.ac.jp/gakunai/kenkyu/gaku3-11.pdf
農学部フィールド科学教育研究センター（住吉、田野、延岡の各フィールド）

https://www.miyazaki-u.ac.jp/gakunai/kenkyu/gaku3-12.pdf
清武キャンパス https://www.miyazaki-u.ac.jp/gakunai/kenkyu/gaku3-5.pdf

その他のルールの例
〇科研費ハンドブック https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/15_hand/index.html
※日本学術振興会

この他にも、配分機関毎に独自の執行ルール等が定められています。適切に執行してください。
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相談窓口は研究者が日常的な研究活動において自らの行為がルール等に抵触するか
否かを事前に相談するためにあります。ルールに関する疑問等がある場合には是非、
相談窓口をご活用ください。
「相談窓口」 https://www.miyazaki-u.ac.jp/research/madoguchi.pdf 8



研究費の適正な運営・管理活動
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不正防止計画の策定
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国立大学法人宮崎大学公的研究費不正防止計画 【令和4年4月1日全訂】

https://www.miyazaki-u.ac.jp/research/fuseibousikeikaku.pdf

（抜粋）

〇不正発生要因の把握とリスク評価 , 〇不正発生要因に対応する不正防止計画及び不正防止策の策定と実施
（別表Ⅰ）

不正発生要因をリストアップし、評価したリスク一覧に対応した不正防止計画と、その具体的な防止策を策定し、

実施する。

２．研究者等の意識の向上と浸透

公的研究費に関する誓約書の提出を研究者等から徴取する。

７．公的研究費の適正な運営・管理

各構成員は、使用手引や各種マニュアルに従い、適切に業務を行う。

〇不正防止に向けた重点項目の実施（別表Ⅱ）

「旅費」、「謝金・賃金の支給」、「物品調達」等の業務に関しては、不正の発生しやすい具体的事項について、（中
略）不正防止計画とその防止策を策定し、重点的に実施する。

１． 旅費
出張者は、出張精算処理において「出張報告」として、以下の内容を入力する。
・用務内容について詳細に入力する。
・用務が研究打合せ等である場合は、その相手方の所属及び氏名を記載する。

また、用務に宿泊を要する場合は「宿泊情報」として、宿泊先名を記載する。

２． 謝金・賃金

各学部の事務部門は、委嘱や雇用契約、業務実施確認について、マニュアルに従い各種業務を適切に行うと

ともに、研究者に向けて啓発を行う。

３． 物品購入
① 本学に納入されるすべての物品検収は、原則として検収センター職員が行う。納品を受ける者は、検収センター

印とその日付を確認した上で納品書にサインする。
② 一定の取引実績のある業者に対し、公的研究費に関する誓約書の提出を求める。 11



不正使用について
■「不正使用」とは

不正使用とは、故意、過失及び動機を問わず公的研究費の執行に関するルールに従ってい
ない使用をいいます。
不正使用が認定された場合、氏名・所属、不正内容等が公表されます。

■不正発覚の過去の事例
◯ 内部通報制度

► 内外関係者からの通報
◯ 内部監査等のモニタリング

► 内部監査や会計監査人、会計検査院、税務当局等外部機関からの要請に基づき
実施した、取引業者の保有する原伝票と大学保有する支出関係書類の照合

◯ アンケート調査
► 研究者や取引業者へのアンケート調査による発覚

◯ 業者側からの申し出
► 取引業者側の内部統制が適切に整備・運用されている場合、業者からの申し出
がある（自己申告による処分軽減措置があるため、業者が保身に走るケースも）

■個人宛寄附金・補助金等の管理について
個人宛に振り込まれた寄附金・補助金等であっても、個人で経理することはできません。
寄附金等の個人経理については、多くの公的機関で、会計実地検査等において指摘に

上がっており、大学法人等の社会的信用を損ないかねない事態となっております。
職員個人に振り込まれた寄附金等のうち「当該職員の職務上の教育・研究を助成しよ

うとするもの」、「当該寄附金をもって本法人の施設又は設備等を使用した教育・研究
を実施するための経費に充てようとするもの」は、大学で管理することになりますので、
必ず所属部局の寄附担当係に届け出てください。 12



宮崎大学で公的研究費の不正経理が発生！

本学部に所属する研究員（非常勤）が、外部団体か交付された研究助成金について、大学への報告および機関管理の
手続きを行わず、個人の口座にて管理・執行をしていた。

【背景】
当該助成金の要綱には、助成金は申請者本人名義の指定口座に振込まれ、大学や研究機関等の口座には振込めない旨
が記載されていた。

【不正発生の原因】
本研究員は大学への受入申請が必要であるとの認識がなかった。

相手方のルールにより研究者個人宛へ入金される場合でも、以下の規程に基づき、改めて大学へ寄附の手続きを

行い、機関経理としていただく必要があります！！

過去事例

公的研究費の個人経理は不正です。必ず機関経理を行ってください！
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不正の手口例① 架空発注と預け金による不正
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不正の手口例② 架空人件費（謝金）による不正
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不正の手口例③ 架空旅費交通費による不正
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不正の手口例④ 旅費交通費の重複受給による不正
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不正の手口例⑤ 購入した物品を換金

その他、具体的な事例につきましては、下記URL（文部科学省HP）を参照ください。
https://www.mext.go.jp/a_menu/kansa/houkoku/1364929.htm
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競争的資金制度の改善

各事業のハンドブック等により最新の制度を確認するとともに、疑問が生じた際は、所属部局相談窓
口・各予算担当にご相談ください。
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不正に関する告発等を受け付けた場合の対応と影響
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大学及び配分機関による不正に対する措置（処分）

間接経費措置額の削減について

ガイドラインでは、機関における不正調査の最終報告書提出の遅延や体制整備の不備に応じて競争的

研究費制度における間接経費措置額の削減を行うこととしております。 21



最後に
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